
【歌志内市】 

校務ＤＸ計画 

 

歌志内市ではＧＩＧＡスクール構想の下において、校務ＤＸを推進し、教員の児童生徒に

向き合う時間の確保することや働きやすさの向上による教員の心身健康保持実現及び誇り

とやりがいをもって従事できる職場環境の整備を積極的に推進します。 

 

１．連絡方法について 

学校・教育委員会・外部との連絡や通知については、校務支援システムのメール機能を利

用して文書連絡や通知を行い、紙媒体での連絡回数を減少させるよう教育委員会にて見直

し等に努めます。 

 保護者への連絡については、メールの一斉送信システムを活用し、配布物のデジタル化に

努めます。 

２．ＦＡＸ・押印・署名について 

 令和５年１２月に文部科学省より発出された「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸ

化チェックリスト」に基づく自己点検結果の報告によると、保護者・外部とのやりとりで押

印・署名が必要な書類があり、クラウド環境を活用した校務ＤＸを大きく阻害していること

が指摘されています。 

 ＦＡＸについては、緊急連絡や教育ネットワークの不具合時、電子メール等より効率的な

場合など一部を除き、ＦＡＸの廃止に向けた取組を行います。 

押印、署名については、教育委員会にて定めている規則や内規の見直しや必要性の再確認

を行い、押印の廃止に努め、学校への負担を軽減します。 

３．次世代の校務システムの導入 

本市では，学校教育ネットワークを児童生徒の個人情報を取り扱う「校務用ネットワー

ク」、インターネットに接続して業務を行う「教育用ネットワーク」、児童生徒が教育活動で

利用する「ＧＩＧＡネットワーク」の３つに分離し、インターネット経由から児童生徒の個

人情報等にアクセスできない構成としております。そのため、個人情報漏洩のリスクは限り

なくゼロ近いネットワーク環境を構築しております。 

統合型校務支援システムについては、オンプレミス型にて運用しているため在宅勤務や

出張先において校務処理ができない環境となっております。 

そのため、教職員の多様な働き方の実現に向けて、先進自治体の動向調査、国の「次世代

の校務デジタル化実証事業」の成果を参考に、ゼロトラストの考え方に基づくアクセス制御

によるセキュリティ対策、パブリッククラウド上での校務システムの運用の検討を行い、ロ

ケーションフリーで校務系ネットワークへ接続可能な環境の整備について調査研究を行い

ます。 


